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■
令
和
2
年
度
第
2
回
木
材
需

給
会
議

林
野
庁
は
、令
和
2
年
9
月
28
日
（
月
曜
日
）

に
「
令
和
2
年
度 

第
2
回 

木
材
需
給
会
議
」

を
開
催
し
、「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
令

和
2
年
第
4
四
半
期
及
び
令
和
3
年
第
1
四
半

期
）」
を
策
定
・
公
表
し
た
。
概
要
は
以
下
の

と
お
り
。

Ⅰ
．
見
通
し
の
要
点

1
．
令
和
2
年
第
4
四
半
期
（
10
～
12
月
）
の

需
給
は
、
製
材
用
国
産
材
丸
太
、
合
板
用
国

産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品
、
国

内
製
造
合
板
、
輸
入
合
板
、
国
内
製
造
構
造

用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
減
少
、
輸
入
構

造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
増
加
す
る
見

通
し
。

2
．
令
和
3
年
第
1
四
半
期
（
1
～
3
月
）
の

需
給
は
、
概
ね
令
和
2
年
第
4
四
半
期
よ
り

増
加
す
る
見
通
し
。
製
材
用
国
産
材
丸
太
、

合
板
用
国
産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
国
内
製

造
合
板
、
輸
入
合
板
、
国
内
製
造
構
造
用
集

成
材
は
前
年
同
期
比
で
減
少
、
輸
入
構
造
用

集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
増
加
す
る
見
通

し
。　

Ⅱ　

資
料
の
概
要
（
抄
）

1
．
一
般
経
済
の
動
向

２
０
２
０
年
4
～
6
月
期
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
（
2
次
速
報
）
は
、前
期
比
△
7
・
9
％
（
年

率
換
算
△
28
・
1
％
）
と
戦
後
最
悪
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
記
録
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
内
外
需
要
の
急
速
な
冷
え
込
み
が
原
因
、
中

で
も
個
人
消
費
と
輸
出
の
落
ち
込
み
大
。
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
後
は
、
経
済
活
動
再
開
の
動

き
広
が
り
、
足
元
の
景
気
は
す
で
に
最
悪
期
を

脱
し
個
人
消
費
や
輸
出
中
心
に
持
ち
直
し
の
動

き
み
ら
れ
、
7
～
9
月
期
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
、
前
期
比
＋
3
・
6
％
（
年
率
換
算
＋
15
・

1
％
）
と
4
四
半
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

見
込
み
。
設
備
投
資
の
減
少
続
く
が
、
外
食
、

旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
関
連
へ
の
支
出
回
復
し
、
特

別
定
額
給
付
金
の
支
給
な
ど
政
策
効
果
も
あ
り

個
人
消
費
は
持
ち
直
す
。
中
国
は
じ
め
海
外
で

の
経
済
活
動
再
開
や
、
世
界
的
な
Ｉ
Ｔ
関
連
需

要
回
復
で
輸
出
は
底
打
ち
。
感
染
拡
大
防
止
と

経
済
活
動
再
開
の
両
立
図
る
中
、
景
気
回
復
は

緩
や
か
な
ペ
ー
ス
に
と
ど
ま
る
見
込
み
、
年
度

後
半
も
プ
ラ
ス
成
長
維
持
す
る
も
、
２
０
２
０

年
度
通
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
△

6
・
0
％
と
戦
後
最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
幅
更
新
。

景
気
下
振
れ
リ
ス
ク
も
依
然
と
し
て
大
。
増
加

し
て
い
た
感
染
者
数
は
足
元
で
減
少
に
転
じ
て

い
る
が
、
収
束
し
た
訳
で
は
な
い
。
今
後
の
感

染
状
況
次
第
で
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
悪
化
、
自

粛
要
請
の
強
化
な
ど
に
よ
る
経
済
活
動
の
抑

制
、
企
業
の
倒
産
、
事
業
か
ら
の
撤
退
、
店
舗

閉
鎖
に
よ
る
雇
用
・
所
得
環
境
の
悪
化
な
ど
の

動
き
強
ま
り
、
年
度
後
半
の
景
気
回
復
ペ
ー
ス

が
急
速
に
鈍
化
す
る
懸
念
も
。
新
興
国
中
心
に

感
染
拡
大
収
ま
ら
ず
、
世
界
経
済
の
回
復
遅
れ

る
こ
と
も
懸
念
材
料
。
２
０
２
１
年
度
は
感
染

拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
制
約
徐
々
に
薄
ら

い
で
く
る
う
え
に
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の
開
催

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
効
果
の
押
し
上
げ
や
５
Ｇ
の

本
格
的
普
及
が
進
む
こ
と
、
世
界
経
済
が
本
格

的
に
立
ち
直
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
景
気
の

持
ち
直
し
続
く
。
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
開
催
後
に

イ
ベ
ン
ト
効
果
の
剥
落
で
景
気
弱
含
む
局
面
が

あ
っ
て
も
軽
微
に
と
ど
ま
り
、
年
度
で
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
＋
3
・
7
％
と
伸
び

率
急
速
に
高
ま
る
と
予
想
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
前
の
水
準
（
２
０
１
９
年
10
～
12
月
期
）
ま

で
回
復
す
る
の
は
２
０
２
２
年
度
に
ず
れ
込
む

見
込
み
。

2
．
住
宅
着
工
見
通
し

住
宅
着
工
戸
数
は
、
月
次
で
見
る
と
全
体
で

２
０
１
９
年
後
半
か
ら
米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
る

景
気
の
減
速
等
に
よ
り
、
季
節
調
整
済
年
率
換

算
値
で
90
万
戸
を
下
回
る
水
準
に
低
下
、
２
０

２
０
年
4
月
か
ら
は
、
更
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

強
ま
っ
た
と
見
ら
れ
、
年
率
80
万
戸
前
後
で
推

移
。
２
０
２
０
年
4
月
か
ら
7
月
の
住
宅
着
工

戸
数
の
累
計
は
前
年
同
期
比
12
・
3
％
減
。
利

用
関
係
別
の
内
訳
は
、
持
家
、
貸
家
、
分
譲
一

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥ ,％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太
輸入
丸太

輸入
製材品

合板 構造用集成材

製材用 合板用 国内
製造 輸入 国内

製造 輸入

29年計 12,362 3,866 3,267 6,464 3,210 2,904 1,565 868
実績 （100） （104） （91） （100）（105）（105）（110）（113）

30年計 12,694 4,476 3,221 6,138 3,217 2,923 1,815 813
実績 （103） （116） （99） （95）（100）（101）（116） （94）
31年 3,372 1,181 826 1,376 797 684 445 197

第 1 四半期実績 （107） （111） （91） （89）（101） （96）（101）（101）
令和元年（31年） 3,366 1,256 827 1,567 821 614 475 210
第 2 四半期実績 （103） （108）（104） （95）（101） （79）（102） （92）

元年 3,046 1,190 658 1,501 841 589 490 218
第 3 四半期実績 （104） （112） （84） （100）（105） （89）（109）（111）

元年 3,324 1,212 715 1,352 865 648 505 214
第 4 四半期実績 （99） （103） （97） （94）（106） （84）（110）（111）
元年（31年）計 13,108 4,839 3,026 5,795 3,324 2,535 1,915 839

実績 （103） （108） （94） （94）（103） （87）（106）（103）
2 年 3,222 1,217 649 1,261 801 633 460 212

第 1 四半期実績 （96） （103） （79） （92）（101） （93）（103）（108）
2 年 2,861 1,027 555 1,461 696 616 465 256

第 2 四半期実績 （85） （82） （67） （93） （85）（100） （98）（122）
2 年 2,900 960 562 1,328 680 486 410 280

第 3 四半期見込み （95） （81） （85） （89） （81） （83） （84）（129）
2 年 2,900 980 476 1,230 700 518 365 220

第 4 四半期見通し （87） （81） （67） （91） （81） （80） （72）（103）

2 年計
11,883 4,184 2,242 5,280 2,877 2,253 1,700 968
（91） （87） （74） （91） （87） （89） （89）（115）

3 年 3,000 1,000 545 1,270 700 527 365 250
第 1 四半期見通し （93） （82） （84） （101） （87） （83） （79）（118）

資料：「主要木材の需給見通し」

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com
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戸
建
で
大
幅
減
少
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
わ
ず

か
に
減
少
。
持
家
、
貸
家
、
分
譲
一
戸
建
で
は
、

4
月
に
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
営

業
の
自
粛
、
住
宅
展
示
場
へ
の
来
店
者
数
減
少

等
に
よ
り
受
注
が
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
く
影

響
と
考
え
ら
れ
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
着
工

ま
で
の
準
備
期
間
等
長
く
、
コ
ス
ト
面
か
ら
も

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
等
か
ら
減
少
幅
は
小
さ
か
っ
た
。
受
注
状

況
も
２
０
２
０
年
7
月
の
住
宅
生
産
団
体
連
合

会
に
よ
る
景
況
判
断
指
数
（
受
注
実
績
）
は
、

持
家
、
貸
家
共
に
非
常
に
厳
し
い
結
果
も
、
7

―

9
月
の
先
の
見
通
し
は
、
多
少
改
善
が
見
込

ま
れ
る
。
２
０
２
０
年
4
―

6
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

一
次
速
報
に
基
づ
く
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
予
測
で

は
、
２
０
２
０
年
度
の
住
宅
着
工
戸
数
は
平
均

78
・
4
万
戸
と
前
回
（
78
・
8
万
戸
）
と
ほ
ぼ

横
ば
い
。

3
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
動
向

２
０
２
０
年
度
第
1
四
半
期
（
２
０
２
０
年

4
―

6
月
）
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料
調

達
量
は
、
調
査
対
象
発
電
所
増
加
も
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
種
類
の
燃
料
に
お
い
て
前
年
同
期
よ

り
増
加
。
未
利
用
木
質
は
約
45
・
7
万
絶
乾
ト

ン
（
前
年
同
期
比
１
３
３
％
）、
一
般
木
質
は

36
・
8
万
絶
乾
ト
ン
（
同
１
１
８
％
）、
Ｐ
Ｋ

Ｓ
は
21
・
7
万
絶
乾
ト
ン
（
同
１
９
０
％
）。

燃
料
調
達
量
の
内
訳
は
、
未
利
用
木
質
43
％
、

一
般
木
質
が
53
％
と
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
率
。
燃

料
材
価
格
は
、
未
利
用
木
質
の
針
葉
樹
チ
ッ
プ

価
格
は
横
ば
い
で
あ
っ
た
も
の
が
わ
ず
か
に
低

下
、
一
般
木
質
の
針
葉
樹
チ
ッ
プ
価
格
も
わ
ず

か
な
が
ら
下
落
傾
向
が
続
く
。
価
格
の
動
向
は

地
域
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
。
未
利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
認
定
容
量
は
増
加
し
、
う
ち
容
量
ベ
ー
ス

の
導
入
済
み
割
合
は
73
％
相
当
。
令
和
2
年
度

に
運
転
開
始
を
予
定
の
発
電
所
の
う
ち
燃
料
内

訳
が
確
認
出
来
た
も
の
で
は
海
外
燃
料
が
１
０

０
万
ト
ン
、
未
利
用
材
が
21
万
ト
ン
。
内
訳
が

明
ら
か
で
な
い
も
の
も
少
な
く
な
く
、
地
域
に

よ
り
今
後
も
未
利
用
材
の
需
要
増
が
想
定
。
発

電
所
は
運
転
継
続
を
要
請
さ
れ
、
燃
料
材
調
達

の
量
・
価
格
は
一
定
期
間
固
定
さ
れ
て
お
り
、

需
要
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
及

び
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

4
．
木
材
輸
出
の
動
向

２
０
２
０
年
1
月
か
ら
7
月
ま
で
の
輸
出
量

は
、
丸
太
は
80
万
㎥
で
前
年
比
10
・
9
％
増
、

製
材
は
9
万
2
千
㎥
で
3
・
2
％
増
、
合
板
は

5
万
5
千
㎥
で
22
・
5
％
減
。
輸
出
総
額
は
１

０
０
億
円
で
前
年
比
7
・
6
％
の
減
。国
別
は
、

中
国
が
91
億
円
（
6
・
8
％
減
）
で
輸
出
総
額

の
47
・
3
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
34
億
円
（
26
・

4
％
減
）、
韓
国
18
億
円
（
0
・
2
％
増
）、
米

国
17
億
円（
14
・
5
％
増
）。中
国
に
つ
い
て
は
、

昨
年
来
の
欧
州
虫
害
木
大
量
輸
入
に
よ
る
価
格

低
下
の
影
響
が
未
だ
残
っ
て
い
る
ほ
か
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
加
わ
り
1
～
3
月
の
輸
出
量
の
減
少

大
も
、
4
月
以
降
、
中
国
国
内
製
材
工
場
の
稼

働
率
が
回
復
し
て
き
た
こ
と
等
、
前
年
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
の
輸
出
量
に
回
復
。
米
国
は
、
年

当
初
ま
で
高
水
準
で
あ
っ
た
住
宅
着
工
戸
数

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
4
月
を
底
に
落
ち

込
む
も
、
そ
の
後
大
き
く
回
復
し
、
日
本
か
ら

の
ス
ギ
フ
ェ
ン
ス
材
輸
出
も
、
好
調
に
推
移
。

5
．
国
産
材
丸
太
（
製
材
用
）
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
2
四
半
期
実
績
は
、
川
下
需

要
側
は
、
4
～
5
月
の
緊
急
事
態
宣
言
中
を
除

き
、納
期
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
工
事
続
き
、

プ
レ
カ
ッ
ト
含
め
予
想
ほ
ど
の
落
ち
込
み
は
見

ら
れ
ず
、
公
共
工
事
等
に
つ
い
て
も
継
続
、
工

7
．
米
材
、
欧
州
材
、
北
洋
材
、
輸
入
集
成
材

の
供
給
動
向

（
1
）
米
材
製
材
品
の
供
給　

２
０
２
０
年
第

2
四
半
期
実
績
は
米
ツ
ガ
製
品
が
大
手
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
の
ス
ト
ラ
イ
キ
解
消
に
よ
り
生
産

再
開
さ
れ
入
荷
が
増
、
米
マ
ツ
は
生
産
・
出

荷
遅
れ
に
よ
る
入
荷
減
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る
荷
役
等
の
混
乱
想
定

し
、
一
部
入
荷
が
前
倒
し
さ
れ
入
荷
増
、
全

体
で
は
前
期
比
で
増
、
前
年
同
期
比
減
少
。

第
3
四
半
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
含
ん
だ
需

要
減
を
踏
ま
え
契
約
量
が
減
少
、
前
期
比
、

前
年
同
期
比
共
減
少
見
込
み
。
第
4
四
半
期

は
第
4
四
半
期
契
約
の
10
―

11
月
積
は
、
好

調
な
北
米
市
場
の
影
響
で
日
本
向
け
価
格
も

高
騰
、日
本
国
内
の
住
宅
着
工
減
と
合
わ
せ
、

契
約
量
減
少
す
る
と
予
想
、
前
年
同
期
比
減

少
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
北
米
市
場

も
落
ち
着
き
、
現
地
価
格
も
和
ら
い
で
く
る

と
想
定
さ
れ
る
一
方
、
年
度
末
に
向
け
た
在

庫
調
整
等
の
季
節
要
因
に
よ
り
契
約
量
・
入

荷
量
は
低
水
準
と
予
想
、
前
期
比
減
も
、
２

０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
大
手
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
ス
ト
ラ
イ
キ
等
に
よ
り
入
荷
が
大
き

く
減
少
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
前
年
同
期
比

微
増
の
見
通
し
。

（
2
）
欧
州
材
製
材
品
の
供
給　

２
０
２
０
年

第
2
四
半
期
実
績
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
企
業
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
り
入
港
量
減
と
予
想
も
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
入
港
量
が
増
加
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
ひ
と
月
遅
れ
な
が
ら
入
港

量
戻
っ
た
が
、
結
果
的
に
前
期
比
増
加
、
前

年
同
期
比
で
減
少
。
第
3
四
半
期
は
北
欧
か

ら
の
原
材
料
（
ラ
ミ
ナ
、
原
板
等
）
は
4
―

5
月
契
約
の
生
産
遅
れ
分
が
7
月
～
8
月
に

十
分
に
入
る
が
、
9
月
は
現
地
夏
休
み
の
関

事
資
材
の
需
要
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
前
年
同
期
比
減
。
第
3
四
半
期
は
建
築
需

要
に
つ
い
て
、
オ
リ
・
パ
ラ
東
京
大
会
前
ま
で

に
竣
工
予
定
物
件
等
は
ほ
ぼ
工
事
終
了
、
注
文

住
宅
等
は
、
今
後
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
受
注
活

動
が
十
分
に
出
来
な
か
っ
た
影
響
が
出
る
と
予

想
さ
れ
、
前
年
同
期
比
で
減
少
、
第
4
四
半
期

以
降
は
製
品
の
在
庫
が
減
少
、
コ
ロ
ナ
の
新
規

感
染
者
数
が
現
状
の
状
況
続
き
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
の
再
開
始
ま
れ
ば
、
春
の
受
注
減
を
取
り

戻
す
こ
と
を
期
待
、
前
年
同
期
比
で
は
減
少
の

見
込
み
・
見
通
し
。
原
木
供
給
は
、価
格
低
下
、

西
日
本
の
豪
雨
や
台
風
の
影
響
等
か
ら
、
地
域

に
よ
り
出
材
意
欲
減
退
見
ら
れ
、
地
域
間
の
差

が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
中
国
向
け
輸
出
順
調
に
続
く
一
方
、
国
内

の
大
型
製
材
工
場
、
合
板
工
場
等
の
受
け
入
れ

制
限
等
で
行
き
場
の
な
い
原
木
の
滞
留
続
く
、

特
徴
的
な
川
下
の
動
き
と
し
て
、
夏
休
み
の
期

間
縮
小
に
伴
う
学
校
改
修
工
事
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
普
及
・
定
着
に
よ
る
都
市
部
オ
フ
ィ

ス
需
要
減
か
ら
の
改
修
・
内
装
工
事
等
は
減
少

の
一
方
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
木
材
製
品
売

り
上
げ
は
伸
び
て
い
る
等
の
声
も
。

6
．
国
産
材
丸
太
（
合
板
用
）
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
2
四
半
期
実
績
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
景
況
悪
化
で
、
合
板
各
メ
ー
カ
ー

が
減
産
体
制
を
と
り
、
丸
太
の
受
入
れ
制
限
さ

れ
、
前
年
同
期
比
減
。
第
3
四
半
期
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
継
続
に
よ
り
引
き
続
き
生
産
調
整
を
行

う
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
前
年
同
期
比
減
、
第
4

四
半
期
も
前
期
と
同
様
の
要
因
に
よ
り
、
前
年

同
期
比
減
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
徐
々

に
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
緩
和
を
期
待
し
、
前
期
よ

り
需
要
増
を
見
込
み
、
前
年
同
期
比
減
の
見
込

み
・
見
通
し
。



（3）令和 2年11月 1 日� 　（第751号）全　市　連　時　報

係
で
入
港
量
は
減
少
、
中
欧
か
ら
の
建
築
材

（
羽
柄
材
等
）
は
7
／
8
月
積
み
の
契
約
数

量
減
に
よ
り
、9
月
入
港
は
少
な
い
と
予
測
、

前
期
比
、
前
年
同
期
比
共
減
の
見
込
み
。
第

4
四
半
期
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
荷
動
き
低
下
の

影
響
を
受
け
契
約
数
量
が
減
少
し
た
第
3
四

半
期
契
約
分
の
入
港
時
期
、
建
築
材
、
原
材

料
共
入
港
数
量
は
少
な
い
と
予
測
、
前
年
同

期
比
減
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
建
築

材
で
は
国
内
在
庫
も
適
正
レ
ベ
ル
に
近
づ

き
、
11
／
12
月
の
契
約
量
は
回
復
と
予
想
、

原
材
料
の
契
約
も
通
常
レ
ベ
ル
を
想
定
、
ほ

ぼ
前
年
同
期
並
の
見
通
し
。

（
3
）
北
洋
材
製
材
品
の
供
給　

２
０
２
０
年

第
2
四
半
期
実
績
は
第
1
四
半
期
に
引
き
続

き
、
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
順
調
に
生

産
・
出
荷
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
港
頭
在
庫

増
加
に
よ
り
2
～
4
月
頃
の
新
規
契
約
が
少

な
く
、
前
期
比
、
前
年
同
期
比
共
減
少
。
第

3
四
半
期
は
第
1
、
第
2
四
半
期
順
調
に
入

荷
も
、
国
内
需
要
低
迷
の
た
め
、
8
月
末
国

内
在
庫
が
関
東
で
は
半
年
分
ま
で
増
加
、
流

通
各
社
は
6
月
以
降
の
新
規
契
約
大
幅
に
減

ら
し
、
現
地
が
夏
場
に
入
り
丸
太
出
材
が
減

少
し
工
場
で
の
生
産
量
も
低
下
し
、
大
き
く

入
港
減
少
、
前
期
比
、
前
年
同
期
比
共
減
少

見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
前
期
同
様
の
理
由

に
よ
り
、
当
面
入
荷
量
減
少
と
予
想
、
前
年

同
期
比
減
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
国

内
在
庫
減
少
し
徐
々
に
新
規
契
約
量
増
加
、

入
港
量
も
す
こ
し
ず
つ
上
向
く
が
、
入
港
順

調
で
あ
っ
た
昨
年
レ
ベ
ル
ま
で
は
届
か
な
い

と
予
想
、
前
期
比
増
も
、
前
年
同
期
比
減
少

の
見
通
し
。

（
4
）
輸
入
構
造
用
集
成
材
の
供
給　

２
０
２

０
年
第
2
四
半
期
実
績
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

の
2
月
、
3
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
生
産

減
少
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
不

足
に
よ
り
入
港
が
遅
れ
た
分
が
第
2
四
半
期

に
入
港
、第
2
四
半
期
の
成
約
量
が
増
加
し
、

6
月
よ
り
入
港
が
増
加
し
た
結
果
、前
期
比
、

前
年
同
期
比
共
増
加
。
第
3
四
半
期
は
第
2

四
半
期
の
成
約
量
が
増
加
し
、
入
荷
量
も
増

加
と
予
測
、
前
期
比
、
前
年
同
期
比
共
増
加

の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
第
2
四
半
期
の

受
注
量
多
く
、第
3
四
半
期
契
約
量
は
減
少
、

10
―

12
月
の
入
荷
は
減
少
と
予
測
、
前
期
比

減
少
も
、
前
年
同
期
比
増
、
２
０
２
１
年
第

1
四
半
期
は
既
契
約
分
の
船
積
遅
れ
の
解
消

に
時
間
か
か
る
も
、
２
０
２
０
年
第
4
四
半

期
の
契
約
量
は
第
3
四
半
期
か
ら
は
戻
る
と

予
想
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
影
響
等
受
け
た
前
年

同
期
よ
り
増
加
の
見
通
し
。

8
．
南
洋
材
製
材
品
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
2
四
半
期
実
績
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
、
営
業
活

動
等
が
抑
制
さ
れ
た
が
、
建
設
現
場
の
作
業
は

継
続
し
、
実
需
に
大
き
な
変
化
見
ら
れ
ず
、
前

期
比
増
、
前
年
同
期
比
も
若
干
増
加
。
第
3
四

半
期
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
徐
々
に

営
業
活
動
が
再
開
も
、
夏
期
に
多
い
学
校
関
係

の
改
修
工
事
や
商
業
施
設
の
内
装
工
事
は
中
止

や
延
期
と
な
り
実
需
減
、
需
要
は
前
期
比
、
前

年
同
期
比
共
若
干
減
少
の
見
込
み
。
第
4
四
半

期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
店
舗
、
商
業
施
設

関
係
は
厳
し
い
状
況
で
収
益
の
上
が
ら
な
い
先

が
多
く
、設
備
等
へ
の
投
資
も
難
し
い
と
予
想
、

前
期
比
、
前
年
同
期
比
共
減
少
、
２
０
２
１
年

第
1
四
半
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
遅
れ
て

い
た
改
修
工
事
等
の
物
件
に
期
待
し
、
前
期
並

み
の
需
要
を
見
込
む
。
前
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
の
先
取
り
が
見
ら
れ
大
幅
に
減
少
し
た
期

で
、
前
年
同
期
比
増
加
の
見
通
し
。

9
．
国
産
、
輸
入
合
板
の
需
要
動
向

（
1
）
国
内
製
造
合
板
の
需
要　

２
０
２
０
年

第
2
四
半
期
実
績
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
住
宅
部
品
生
産
の
遅
れ
か
ら
の
工
期
遅

れ
や
契
約
キ
ャ
ン
セ
ル
も
加
わ
り
、
予
想
を

超
え
る
大
幅
需
要
減
。
第
3
四
半
期
の
国
内

針
葉
樹
合
板
は
、
8
月
末
か
ら
荷
動
き
回
復

傾
向
、
単
価
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
が
反
転
す

る
勢
い
に
は
至
ら
ず
、
前
期
比
並
み
、
前
年

同
期
比
大
幅
減
の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は

現
在
の
供
給
側
の
減
産
計
画
の
動
向
が
読
み

づ
ら
い
が
単
価
下
げ
止
ま
り
、
減
産
に
よ
る

品
薄
ア
イ
テ
ム
出
現
状
況
か
ら
値
戻
し
タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
は
チ
ャ
ン
ス
、
長
引
く
当
用

買
い
の
状
況
で
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
等
で
は
手

持
ち
在
庫
量
減
少
進
み
、
買
い
姿
勢
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
と
予
測
、
前
期
よ
り
回

復
す
る
も
前
年
同
期
比
減
、
２
０
２
１
年
第

1
四
半
期
は
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
等
の
手
持
ち

在
庫
の
減
少
に
よ
り
、
需
要
少
し
ず
つ
回
復

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
、
劇
的
な
増
加
は

見
込
め
ず
前
年
同
期
比
減
少
の
見
通
し
。

（
2
）
輸
入
合
板
の
需
要　

２
０
２
０
年
第
2

四
半
期
実
績
は
当
用
買
い
中
心
の
需
要
、
稼

働
再
開
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
現
地
工
場
も
通
常

生
産
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
、
前
期
比
、
前
年

同
期
比
共
減
少
。
第
3
四
半
期
の
入
荷
量
は

大
幅
減
少
も
、
需
要
家
に
大
き
な
反
応
見
ら

れ
ず
、
港
頭
在
庫
減
少
し
一
部
品
薄
ア
イ
テ

ム
散
見
さ
れ
て
も
ト
ラ
ブ
ル
な
く
、
秋
需
に

向
け
現
場
進
行
し
て
い
る
も
の
の
需
要
量
に

大
き
な
変
化
な
く
、
前
期
比
、
前
年
同
期
比

共
減
少
の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
秋
需
進

行
す
る
と
塗
装
型
枠
合
板
の
引
き
合
い
増
加

予
想
さ
れ
る
が
、
現
地
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
生
産
停
止
し
て
い
る
工
場
も
増

加
し
、
供
給
不
安
残
る
、
単
価
は
大
き
な
供

給
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
な
い
限
り
値
戻
し
に

向
か
う
の
は
難
し
い
、
前
期
並
み
で
前
年
同

期
比
減
少
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
輸

入
合
板
か
ら
国
内
合
板
や
他
材
料
に
転
換
し

た
ア
イ
テ
ム
が
元
に
戻
る
と
考
え
に
く
く
、

供
給
量
を
維
持
し
て
き
た
塗
装
型
枠
合
板

も
、
単
価
や
環
境
ス
ペ
ッ
ク
へ
の
対
応
は

シ
ッ
パ
ー
に
お
い
て
は
厳
し
い
状
況
、
前
年

同
期
比
減
少
の
見
通
し
。

10
．
国
内
製
造
合
板
供
給

２
０
２
０
年
第
2
四
半
期
実
績
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
合
板
需
要
の
減
少
、
価
格
の
低
下

等
景
況
悪
化
に
よ
り
合
板
各
メ
ー
カ
ー
が
1
～

3
割
減
産
し
需
給
調
整
を
行
い
、
前
年
同
期
比

15
％
程
度
減
少
。
第
3
四
半
期
も
コ
ロ
ナ
の
影

響
は
継
続
と
予
想
、
引
き
続
き
生
産
調
整
を
行

う
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
前
年
同
期
比
減
少
見
込

み
。
第
4
四
半
期
も
前
期
同
様
の
動
き
、
前
年

同
期
比
減
少
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は

徐
々
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
も
、
前
年
同
期
比
減
少
の
見
通
し
。
需
要
の

動
向
に
よ
り
、
不
足
が
生
じ
る
よ
う
な
ら
い
つ

で
も
増
産
出
来
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い

る
。■

第
48
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示

会・
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
北
浜
市
場

10
月
8
日
（
木
）
に
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）

北
浜
市
場
（
押
本
雅
壽
社
長
、
埼
玉
県
）
で
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。
7
日

（
水
）
の
審
査
会
に
は
、
9
社
か
ら
53
㎥
の
製

品
が
出
品
さ
れ
、
信
田　

聡
審
査
委
員
長
ほ
か

審
査
員
が
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
１
０
０
点
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京
木
材
市
場
（
株
））

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
渡
辺　

昭
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）
は

10
月
1
日
（
木
）
に
、
東
京
木
材
市
場
株
式
会

社
（
市
川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木

材
展
示
会
を
開
催
し
た
。
前
日
9
月
30
日（
水
）

に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い
て
、
出
品
さ
れ
た

13
社
１
８
５
㎥
の
製
材
品
に
つ
い
て
「
寸
法
、

技
術
、
表
示
・
結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
」
な

ど
の
項
目
毎
に
、
減
点
方
式
で
審
査
し
た
。
審

査
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
、
受
賞
者
に
賞

状
が
授
与
さ
れ
た
。
①
都
知
事
賞
：（
株
）ウ
ッ

デ
イ
―

コ
イ
ケ
（
埼
玉
県
）
②
産
業
労
働
局
長

賞
：
影
山
木
材
（
株
）、
沓
澤
製
材
所
（
株
）、

協
和
木
材
（
株
）、
東
北
木
材
（
株
）、（
有
）

老
川
賢
吉
商
店
③
都
木
連
会
長
賞
：
二
宮
木
材

（
株
）、
厚
沢
部
林
産
工
業
（
株
）、（
株
）
東
部

産
業
、（
有
）
関
野
材
木
店
、
本
宮
木
材
（
株
）

■
林
野
庁
10
月
付
け
人
事
異
動

（
抄
）

・（
木
材
利
用
課
情
報
分
析
官
）←
岡
井
芳
樹（
茨

城
署
長
）
←
木
村　

穣
（
林
野
庁
森
林
整
備
部

付
）・（
庁
計
画
課
情
報
分
析
官
）
←
竹
中
篤
史

（
和
歌
山
署
長
）
←
渡
辺
達
也
（
庁
木
材
産
業
課

付
）・（
三
八
上
北
署
長
）
←
葛
西
貴
仁
（
東
北

局
経
理
課
長
）・（
庁
木
材
産
業
課
素
材
生
産
推

進
官
）
←
藤
本
達
也
（
庁
木
材
産
業
課
付
）

■
木
ア
ド
講
習
会
参
加
者
募
集

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
（
日
本
建

築
士
会
連
合
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
（
コ
ロ
ナ
の
た
め
東
京
で
の
み
定
員
20
名
程

度
を
予
定
）。

（
東
京
会
場
）
令
和
3
年
2
月
12
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
13
日
（
土
）
9
：
00

～
15
：
40
（
於
）
東
京
木
材
会
館
（
江
東
区
新

木
場
１
丁
目
18
―

8
）
受
講
料
は
、
２
５
、０
０

０
円
（
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）〈
問

合
先
〉
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽

1
―

7
―

12　

林
友
ビ
ル　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―

３
８

１
８
―

２
９
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
７　

申
し
込
み
受
付
は
12
月
1
日
以
降
。

縄
文
時
代
、
ク
リ
が
建
築
材
や
食

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

以
前
書
い
た
。
古
代
人
が
食
料
と
し

て
利
用
し
た
木
の
実
は
、
ク
リ
だ
け

に
止
ま
ら
ず
、
ク
ル
ミ
、
ト
チ
及
び

多
く
の
種
類
の
ど
ん
ぐ
り
（
ブ
ナ
科

の
堅
果
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
青
森
県
の
亀
ヶ
岡
遺
跡
の
花

粉
分
析
か
ら
縄
文
時
代
温
暖
期
は
ク
リ
、
寒
冷

期
に
は
ト
チ
ノ
キ
を
半
栽
培
（
放
置
的
な
栽

培
、
野
生
植
物
の
移
植
、
野
生
植
物
へ
の
手
入

れ
な
ど
を
表
す
概
念
）
し
て
い
た
こ
と
が
判
っ

て
い
る
。
縄
文
の
遺
跡
か
ら
、
磨
石
な
ど
木
の

実
を
加
工
し
て
食
料
と
す
る
た
め
の
道
具
が
多

く
出
土
し
、
縄
文
人
の
生
活
を
木
の
実
が
支
え

て
い
た
と
い
う
。
現
代
で
も
ク
リ
、
ク
ル
ミ
が

広
く
食
べ
ら
れ
、
ト
チ
餅
、
地
域
に
よ
っ
て
は

ど
ん
ぐ
り
も
食
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ト
チ

や
ど
ん
ぐ
り
の
多
く
は
、
ア
ク
（
ト
チ
の
実
に

は
有
毒
の
サ
ポ
ニ
ン
や
ア
ロ
イ
ン
が
、
ド
ン
グ

リ
に
は
タ
ン
ニ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
）
抜
き
を

し
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
。
ど
ん
ぐ
り
類
の
ア

ク
は
1
週
間
以
上
水
に
さ
ら
す
と
ア
ク
が
抜

け
、
加
熱
す
る
と
効
率
的
に
ア
ク
抜
き
が
で
き

る
。
ト
チ
は
ア
ク
抜
き
に
灰
が
用
い
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
縄
文
土
器
は
そ
の
た
め
に
発
達
し

た
と
い
う
説
も
あ
る
。
縄
文
の
人
々
は
、
試
行

錯
誤
と
経
験
に
よ
っ
て
ア
ク
抜
き
の
技
術
を
開

発
し
、川
に
ア
ク
抜
き
の
た
め
の
施
設
を
作
り
、

土
器
を
使
っ
て
本
来
食
べ
ら
れ
な
い
木
の
実
ま

で
食
料
と
し
て
利
用
し
、
縄
文
文
化
を
持
続
さ

せ
た
。
木
の
実
、
ア
ク
抜
き
施
設
の
材
料
、
土

器
焼
成
の
燃
料
こ
れ
全
て
、
周
囲
の
樹
木
の
利

用
で
あ
る
。
現
代
日
本
人
の
全
遺
伝
情
報
の

10
％
（
～
70
％
）
程
度
が
縄
文
の
御
先
祖
か
ら

受
け
継
い
で
い
る
と
の
最
近
の
研
究
が
あ
る
。

雑 記 帳

が
5
社
と
な
っ
た
。8
日
の
展
示
即
売
会
に
は
、

主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
木
連
の
肥
後
賢
輔
参

与
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
や
普
及
へ

の
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
ま
た
、
開
催
市
場
の

押
本
社
長
も
出
席
し
た
式
典
の
後
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
等
の
競
り
が
行
わ
れ
、
活
況
を
呈
し
た
。

■
吉
野
農
林
水
産
委
員
長
東
木

市
場
視
察
等

1
．
令
和
2
年
10
月
15
日
（
木
）
午
前
に
吉
野

正
芳
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
長
・
都
市
木
造

化
議
連
会
長
（
衆
議
院
：
福
島
5
区
）
が
、

東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市
川
英
治
社
長
）
を

視
察
し
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
等
を
行
っ

た
。
都
市
木
造
化
推
進
等
の
た
め
、
首
都
圏

の
木
材
流
通
の
現
状
等
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
目
的
。
意
見
交
換
に
先
立
ち
、
市
川
社

長
の
説
明
で
林
場
に
並
ぶ
製
材
品
を
興
味
深

げ
に
視
察
さ
れ
、
吉
野
委
員
長
か
ら
は
、
林

場
に
並
ぶ
製
材
品
に
つ
い
て
の
質
問
の
他
、

委
員
長
の
地
元
産
材
等
が
話
題
と
な
っ
た
。

2
．
第
65
回
全
国
優
良
木
材
展
示
会
（
於
：
東

「市場会議室での懇談」 「林場の視察」

「審査会の様子」


